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論文内容要旨
 緒言:今日一間脳は自律神経一内分泌系の中締とされ・Homeostasi8の厭要な場と考えられ
 ている。一方,By抽w敬こ初つた大脳皮質内臓病理学は大脳皮質と皮質下話中糖との相関を実証
 したものであったが・最近の大脳辺縁系(以下LSと略)や脳幹網様体賦活系に関する研究は情
 動や意識の生理学を進展させ・精神身体医学の拾頭をもみるに至った。LSに関する綜説によれ
 ば・LSは体性運動・自律袖網幾能・感覚の形成,食と性の欲求行動・或は情動の発現などに対
 し統御調整的機能を有するものである。精神身体症(以下PSDと略)の起因である情動障害は,
 換言すれば自己の行動の破綻乃至は喪失である・いかなる行動も学習的・条件反射的であるとす
 れば,此の方面でのしSの意義が理論的、実験的或は臨床的に認められている事から,PSDと
 LSとの聞に密接な相関がある事に思い当る。PSDの発生機序は未だ明確でないため・その治
 療法も多彩を極めているが吾々はc11!orprom脇ino投与下絶食療法に心理療法を加味する方法に
 よって高い治癒率をあげている・私はか～る事実に立って,PSD発生の生物学的背景をさぐる
 緒を撫むべく・LSの中でも特に重要視されている海馬を中心に,以下の実験を行った。
 実験材料:隔離飼育せる1509前後の成熟Wisねr系ラツテの両陸を使用し,屠殺は断頭法
 に依り静かに・一気に行い・直ちに海馬・嗅回(嗅結節や嗅三角を含む)・新皮質(頭頂部)及
 び間脳を成書或は笹野に敬って切断し,摘出後直ちに.α?%KCI氷冷液に入れ・次で添上にて厚
 さ約0.5mのsliceを作成し測定に:入った。
 破棄消奪豊(以下Q%と匹扮の湖定二円槽型W亀畑rg検圧計を用い・成書に従ってQo2を
 測定した。sliceは1.5m1のKrebs-Ringerljhos画七e(pHZ2,ブドウ糖〔L25ゲ100mI
 添加)の入った土室に浮游させ,副室には20%墨0}10.2m1を入れてCO2を吸収せしめ,ガス
 腔には丁字連管を用いて各々均等に酸素を充し・3Z5♂.恒温槽内で15分間予備振鑑〔振盪回
 数120回イ分)を行い,温圧平衡に達した後・1時間に亘ウQo2を測定した。断頭より測定開始
 までに要した時間は45分内外である。Qつ2は呼吸係数(μ1/乾燥重量即hr)で張した。
 実験成績:㈱成熟正常ラツテのLSに於るQo2では,全般に雄が雌より高値で・海馬と嗅
 回では雌雄とも差がなく・海馬では発情期が静止期よりも高値を示す傾向があった。発情期及び
 静止期は夫だLo㎎&Ewmsの丑・皿期及びfのV期に相当する。LSと他脳部との関係は・新
 皮質は海馬とほ父同値かや』高値の傾向を示し・間脳は著明に高値であった。海馬及び新皮質で
 は,間脳の場合と異り逆に静止期Qo3が発情期Qq2より低値の傾向を示した。
 ⑧各種薬剤投与による影響をみた。s七eroid系性lnrm㎝e投与は笹野に倣い間脳で最も変動
 を来した量を以てσeS七radio1(20D■),pr㎎ester㎝e(1001)及び七estos七er㎝e(1000r)
 を夫々背部皮下に注射し6時間後に.断頭した。動物は全て発情期にあるものを用いた。結果は
 oestradio1が増加傾向を,prqgesteroneや七es七〇ster㎝eでは減少傾向をみた。
 静穏剤投与はchlorpr鵬ine〔Chp)・meprobamate(瓢P)及びreserPin(RP)の三者につ
 ぎ雄を用いて行った。ChpはGa㎎10ffらに倣い1確函多を皮下注射し90分後断頭,MpはWi-
 klerに倣い500昭/晦を,RpはBrodieに徴って5昭/Kヲを皮下注射し2時間後に断頭した。
 三者いづれの場合でも断頭時の動物は嗜眠的沈静状態を呈しin面ffereutであったが・海馬Qo2
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 はCllPによってのみ有意差で減少し他は全く変化を認めなかった。
 GABA,その他の向中枢神経剤投与の変動をみると,GABAは250撃陶皮下注射後4時
 間の海馬Qo2は変化なく一般状態も平常であり・m㎝oani圭n砥i伽e(MAO、抑制剤たるcatr-
 on(β一顧呼1isopro野1取血闘i膨HC1)の経口投与を1日量Z5伽宛5日間続けたとこ
 ろでは一般状態及び海馬Qo2に変化を認めず,祖父江に・徹ってnoradrenalineの160ラKg脅庫
 下注射し20時間後断頭した場合も同様に変化がみられなかった。次にBαians1(yに倣ってinsu,
 1価2単鯵/Kgを皮下注射した動物を2群に分ち,1群は注射後90分で断頭し・他の群はその
 後91uco8e29を腹腔内投与し・30-40分後に断頭した。三nsulin注射190分後の動物は嗜眠
 脱力的であったが海馬Oo2は不変・glucose後処置の他の群は断頭時・眼光に生気あり外界の刺
 激に対し活溌に反応し・海馬Qo2は有意の上昇を示した。以上はすべて雄を用いたが次に両性を
 用いグルコン酸亜鉛CG砥1(》・Zu・環0の2・5%溶液を頸部皮下に12・5πケ晦ずつ注射し・2
 時間後及び6時間後の海馬Qo2を測定した。叉雄だけ用いて4日量i25鑑県を4日間連日皮下注じ
 最終注射2時間後のQo2を測定した。動物はいづれの場合でも不活機で病様にみえたが海馬Qq2
 は軽度の減少傾向がみられたのみである・ちなみに本剤のL塊。は25撃晦であり雌は静止期に
 あるものを用いた。
 ◎特殊刺激叉は絶食下のQo2を測定した。嗅神経の刺激による偽妊娠形成の実験がある。先
 ず電気刺激を試みた。即ち動物〔雌・発情期)を固定台に固定し軽いエーテル麻酔下で刺激電極
 を鼻腔内深く挿入固定し・覚醒せるをまって実験した。同様の操作を行い電気刺激を行わぬ群を
 対照とした。刺激方法はCr㎎9に倣っててvolち100cycle5秒間の前駆刺激をおぎ・15秒
 後1vo1“Ocycld口移間の刺激を加え1分後に断頭した。刺激実験中は痙麟初ゆ異常醤忌め・
 ず平静であり海馬Qo2は不変であった。次に・R6sellに倣って硝酸銀溶液の慢性的鼻腔内注入法
 を行った。即ち10%・20%及び50%の硝酸銀溶液をa1～0,2CC宛夫々2日間ずつ連日鼻
 腔内に注入し・対照には口腔内に行った。実験は凡てエーテル軽麻酔下で行い・最終実験終了后
 6時間で断頭した。性周期はi変化し・実験才4日から静弱弱を続けブこものが5例中4例(中窪例
 は実験最終日死亡)あったが対照は順調であった。海馬Q%は有意差で低下した。
 次に・強制水泳法を用い・体廻旋運動状態を主とする実験神経症を1乍ってみた。了備実験によ
 れぽ本症は実験オ4日前後が最強に現れ・以後遊泳時間の急速な延長と共に減弱する傾向を示し
 減食によって発現が確実になるを認めだ。従って断頭は実験矛4日の廻旋運動中に行ったが60
 分値のQ%は変化なく90分値で減少傾向を認めた。性周期は実験10日間の観察では静止期の
 短縮・発情期の延長及び不変が6例中夫々2例宛認められた。
 考按:LSけ網様体を中軸にし七大脳皮質により統御され,視床下蔀によって賦活される一
 方・逆に視床下部を統御調整しているといわれる。この事から同一海馬内に於ける反応の異質性
 や亜鉛含量の差やLSに関す為各研究者の報告の多様窪が首肯されるが之はるSの機能の複雑さ
 を示すものと考えられる。海馬Qq2に関する報告は未だないので・勢いLSに関する電気生理学
 的・組織化学的・解剖的或は侮脳部僻関する知見などが実験の主力となった。従って断頭時間の
 決定やQq2値の判断考察は血液脳関門の問題と共に今後更に検討すべきところであるq脳のエネ
 ルギー代謝源はブドウ糖とされるが・脳Qo2と糖消費とは必ずしも一致せず・有酸素状態下では
 解糖が抑制されても細胞機能の亢進することは既にPa8t釦r効果として知られているところであ
 る。従って脳の機能的変化(電位変化・麻酔の初期的変化など〕がある場合でもQ%では有意の
 変化をみせぬことになる。然し乍ら脳代謝の変化は或る程度内でば忠実に電気的に現れており,・
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 叉CO2や(毛ガスに対する感受性が脳の各部で明らかに・異り・海馬は大脳皮質よりも感受性が強い
 とも云われているので一応海馬の活動状態を窺知するr助となるであろう。即ち海馬Qo2は性周
 期を初め・prqg邸ter㎝e・Chp・絶食・Norad・或は嗅神経刺激による偽妊塒などにみた如く
 間脳の場合と対比的に変動している事が推察される様である。叉PSD治療に重要な絶食療法の
 復食時やinsulh投与後gluoose処置群・或はChp投与等によって海馬Qo2が減少した事も注目
 され・之らが叉条件反射に対し強い影響をもつている事などは興味深いところと考えられる。
 図1実験成績(B),(C)・の一新図示
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 結語:PSDの治療に関係のある諸条件の下に於て・成熟ラツテの海馬を中心としたしSの
 Q曳を測定し・次の結果を得た。
 (1)一般に・雌は雄よりQo2は低く・大脳各部に於ては間脳・大脳皮質及びLSの順に高く・
 正常摩周期冬期に於ては,海馬Qo2は発情期,静止期の順に高いが・海馬・嗅回の両者間ではい
 ずれの期でも差がなかった。
 e)各種sterojd系性ホルモγの中・oes七rogenは増加傾向を・Proges七er㎝eやte8tos七er㎝e
 は減少傾向を示!.尭。
 (5)各種の静穏剤の中・chlorPr㎝azineのみが有意差で低下を,meprdbam批eやreserpinで
 は影響がなかった。
 (4)血糖値に変動を来す療法に於て・絶食時及びinsulin投与時では変化がないが、夜食期及
 びin8uhn投与後glucose処置群では有意差で増加し・特に前者に於て著明であった。
 (5)脳内カテユールアミソに変動を来すものでm㎝oamineoxidase抑制剤ca七r㎝(β一画en
 ylisopropy11ゆazin-IICl)による変化はみられず・nom血'emline投与では轍少傾向をみ
 た。
 (6)GABAによるQo2の変化はみられなかった。
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 (7)グルコソ酸亜鉛投与では・急性及び慢匪実験共稽Qo2の低下傾向を示した.
 ⑧嗅神経に対する硝酸銀の慢性的鼻腔内油入法ではQo2の低「下萢認め牝が・電気刺激法では
 影響がみられなかった。
 (9)実験神経症に.於るQ碗は60分値で不変・  90分値で対照に比し減少傾向を認やた。
「
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審査結果要旨
 近時・感情障害による身体症状即ち精神身体症が重視されるに至ったが,その発生機序に就て
 は心理的な説明があるだけで,精神生理学的説明はパブ・フ学派によって1～2なされて居る
 とは言え,尚一般を首肯せしめるに至っていない。この間にあって,感情の中枢が視床ではなく
 大脳辺縁系に存在することが次第に明かになって来た。
 従来,脳研究はその殆んどが電気生理学的に行われて来たが,筆者は組織代謝の面から大脳辺
 縁系の研究を企図し}精神身体症の治療と関連のある諸条件が,大脳辺縁系の代謝に及ぼす影響
 を検討している。
 1)視床下部を含む間脳では・性周期による変動を認めたが,大脳辺縁系では周期変動を認
 めなかった。しかし,estrogenでま辺縁系の代謝亢進傾向を,proge8ter㎝ρやtesto8塘r㎝e
 では低下傾向を認めた。
 2)chlorpr㎝azineでは著明な低下を来したが,meprobamateやre8erpineでは変化し
 なかった。
 5)動物を絶食さぜても又i珀ui拍で低血糖としても辺縁系に変化を来たさなかったが,之
 等に,gIUcoseを投与すると辺縁系代謝が著しく亢進した。
 4)noradrenaline注射では低下傾向を来したが・monoaminox1dase抑制剤たるcatronで
 は変化しなかった。
 5)GABAでは不変であった。
 6)..辺縁系には亜鉛が多いことは細られている。グルコン酸亜鉛を合成し・之を注射した処,
 辺縁系の代謝が低下した。
 ア)辺縁系と直結する嗅神経を硝酸銀溶液で頻回刺激すると代謝低下が起つた。
 8)実験神経症動物ば辺縁系代謝が低下した。
 以上より,精神身体症に影響力を有する薬物は大脳辺縁系の酸素消費量に変化を与えた。消費
 量の増加・即ち代謝亢進を来す如ぎ条件の方が精神身体症に有効であるものの如く・である……と
 言う興味ある知見を得ている。
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